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「濃尾平野・日光川流域をめぐる1000年の歴程
　～愛知県一宮市萩原遺跡群の世界～」

にっ こう　がわ れき てい

講師／石黒 立人氏（元愛知県埋蔵文化財センター副センター長）

175月 日
日

講　演　会

136月 日
土

講座ヒストリーカフェ

「三種の土器の作り方を考える
　～弥生ムラづくりプロジェクトの実験から～」
講師／松本 彩（あいち朝日遺跡ミュージアム主任学芸員）
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八王子遺跡 井泉
出土状況

　　　　　　　　　　　どうたく

八王子遺跡 銅鐸
出土状況

朝日遺跡 銅鐸
出土状況

SNSもご覧ください

https://aichi-asahi.jp/
■開館時間／9：30～17：00　
■休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）　※５月４日（月・祝）、５月５日（火・祝）、５月６日（水・振替休日）は開館し、
■駐車場／15台　　　　　　　　　　　　　　５月７日（木）は休館します。

〒452-0932 愛知県清須市朝日貝塚１番地　TEL.052-409-1467



マクドナルド

清須市役所

最寄り駅
名鉄名古屋本線 新清洲駅より徒歩約22分
東海交通事業城北線 尾張星の宮駅より徒歩約９分

施設駐車場の数には限りがあります。
駐車場が満車の場合、清洲公園駐車場に駐車できます（午後５時45分まで）。

清洲東出口
清洲東出口

あいち朝日遺跡ミュージアム企画展

会 場 本館（体験学習室）
申込方法 当日、ミュージアム窓口にてお申し込みください。

※事前予約はできません。

定 員 各回先着10人

古代体験プログラム
イベント

44月 日 土 286月 日 日

先着
10人各

カラフル匂玉作り 火起こし体験
●土日祝  11：00～／
　　　　  14：00～
　（各回30分）

●平　日 13：00～
●土日祝 10：00～／
　　　　 13：00～
※荒天時は中止します。

常設メニュー

教材費
50円

毎日開催

教材費
300円

メニュー作例

月替わりメニュー（4月～6月）

4月
磨製石器
づくり

●所要時間：45分

メニュー作例
教材費
50円

5月
土器文様
タイルづくり
●所要時間：30分

メニュー作例
教材費
350円

6月
勾玉・土玉
づくり

●所要時間：45分

メニュー作例
教材費
350円

土・日・祝日  15：00～ (各日１回開催)

1 2 43

銅鐸 【一宮市指定文化財】  八王子遺跡（一宮市博物館蔵）
どう たく

つぼ　ふた

1

鳥形木製品  八王子遺跡（一宮市博物館蔵）4
銅鐸 【重要文化財】  朝日遺跡（本館蔵）2
小型壺・蓋  山中遺跡（一宮市博物館蔵）3

関連講演会・関連イベント等 ※展示の観覧には観覧料が必要です。

「三種の土器の作り方を考える
  ～弥生ムラづくりプロジェクトの実験から～」

講座ヒストリーカフェ

画像：AI（chatGPT）にて生成

講師
あいち朝日遺跡
ミュージアム主任学芸員

松本　彩
まつ　もと　　　あや

136月 日 土 13：30～15：00

定 員 25人(要事前申込み)

※申込多数の場合は抽選とします。抽選の有無に関わらず、参加いただける方には
　メール若しくは電話で６月５日（金）までに連絡します。

申込方法 ミュージアム窓口又はミュージアム公式Webサイト
（https://aichi-asahi.jp/）の応募フォームからお申込みください。

申込期間 ３月25日（水）から５月31日（日）まで

会 場 あいち朝日遺跡ミュージアム　本館（研修室） 参 加 費 無料

講演会

講師

175月 日 日 13：30～15：00

定 員 50人(要事前申込み)

※申込多数の場合は抽選とします。抽選の有無に関わらず、参加いただける方には
　メール若しくは電話で５月８日（金）までに連絡します。

申込方法 ミュージアム窓口又はミュージアム公式Webサイト
（https://aichi-asahi.jp/）の応募フォームからお申込みください。

申込期間 ３月25日（水）から５月３日（日・祝）まで

会 場 あいち朝日遺跡ミュージアム　本館（研修室） 参 加 費 無料

元愛知県埋蔵文化財
センター副センター長

石黒　立人 氏
いし ぐろ　　　たつ ひと

「濃尾平野・日光川流域をめぐる1000年の歴程
  ～愛知県一宮市萩原遺跡群の世界～」

れき 　てい

　一宮市の日光川水系に形成された自然堤防上には、多くの弥生時代の遺
跡が存在し、総称して萩原遺跡群と呼ばれています。その中でも八王子遺跡・
山中遺跡では、特に弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて隆盛を誇ったこ
とが、一宮市及び愛知県埋蔵文化財センターが行った発掘調査で分かりました。
　本企画展では、両遺跡の出土資料を中心とした萩原遺跡群の資料を展示
するとともに、同時期の朝日遺跡の出土資料と比較することで、地域ごとの
特徴を見ていきます。さらに、発掘調査で確認された洪水の痕跡や、近年明
らかになってきた気候変動といった環境要因にも目を向け、こうした変化が
尾張平野の社会や暮らしにどのような影響を与えたのかを考えます。

はち おう   じ

にっ　こう　がわ

こんせき

やま なか

現在、日光川は木曽川の静かな分流の一つです。しかし、昔は日光川に流れ込んだ木
曽川の水の威力は畏怖すべきものではなかったでしょうか。発掘調査で見つかったい
くつかの洪水層は、当時の自然に翻弄された世界を物語ります。それでも人々は日光
川沿いでの生活・往来を続けました。それはどのような歩みであったのでしょうか。

い　ふ

ほん ろう

円窓付土器・赤彩土器・Ｓ字状口縁台付甕の三種類の土器について、萩原遺跡群と朝日
遺跡から出土したそれぞれの資料を比較し、さらに土器焼成の実験結果も踏まえなが
ら、当時の人々がそれらの土器をどのように製作していたかを探ります。

まる まど つき せき さい えす　じ　じょうこう えん だい つき がめ

しょうせい

ど　だま

一宮市萩原遺跡群
はぎ　わら　　い　せき　ぐん

表面画像提供　出土状況写真：愛知県埋蔵文化財センター
　　　　　　　キャラクターイラスト（どきどきフレンズ）：一宮市博物館


